
令和７年度 小郡市立三国中学校部活動の活動方針及び活動計画 

１ 本校の学校教育目標 

  自ら想像し、考え、行動する生徒の育成 

 

２ 部活動運営方針 

(1) 部活動のねらい 

① スポーツや文化活動に親しみ、体力や技能等の向上を図る。 

② 日常の活動を通して、心身の成長と調和とともに、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養を図る。 

③ 部員同士及び顧問とのつながりを強め、互いに信頼し合える好ましい人間関係を深める。 

 (2) 部活動の活動方針 

  ① 部活動には、学校教育の一環として、全教職員で取組む。 

  ② 生徒に対して、設置している部活動への入部を勧める 

  ③ 活動日・完全休養日及び活動時間の設定等に関しては、学校行事や計画している大会・コンクール等に

向けての取組を見据え、小郡市が策定した「部活動の在り方に関する指針」や中教研・生徒指導部から提

示されている「下校時刻」等を基に計画した本校の活動時刻を遵守する   

④ 部活動顧問は年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）並びに毎月の活動計画（活動

日時・場所、休養日及び参加予定大会日程等）を作成し、校長の承認を受けるとともに、活動実績を作成

し、校長に報告する。 

⑤ 転・退部等に関しては、本人・保護者・顧問・学級担任等、関係者で十分協議し決定する。 

  ⑥ 部長会を適宜開催し、活動の在り方についての意見交換や活動場所等の整美等の確認を行う。 

  ⑦ 国が策定したガイドラインでは、令和８年度から休日の部活動を地域クラブ等で実施することが掲げ

られており、このことを受け小郡市でも「休日の部活動の地域移行」を進めている。令和７年度は、令

和８年度に向けた準備期間となる。本校の部活動の在り方についても、市の今後の具体的な計画を踏ま

えて進めていく。 

    

 (3) 設置する部活動と顧問割 

常設運動部 顧   問 特設運動部 顧  問 

軟式野球 和足、山下 駅伝 保健体育科・全教職員 

サッカー 田中聡、木村、原 水泳 石井、木谷 

ソフトボール 中間、谷口    

ソフトテニス男 畑田、中島 常設文化部 顧  問 

ソフトテニス女  能間、手嶋 吹奏楽  森山、川口、末永 

卓球男  福村、江﨑 
コーラス 

 宮原、中川 

卓球女  前原、豊福 

剣道男女  佐藤、江藤、尾崎 美術  小森、川上、白神 

バスケットボール男  田中憲、藤上 パソコン  田中真、井手 

バスケットボール女  黒田、大澤 書道  西、野上、堤 

バレーボール男  竹内、鵜沼 英語読書  中村美、梶山 

バレーボール女  山口、阿南 ボランティア  久野、岩坪 

 

競技名 競技名 競技名 

陸上 空手道 バドミントン 

新体操 硬式テニス 駅伝 

  ※ その他、部によっては近隣地域住民や保護者に外部指導者として協力していただいている。 



３ 本校部活動が参加する大会・コンクール等の計画 

(1) 中体連大会関係 

小 郡 市 ・ 三 井 郡 大 会 

大 会 名 大 会 期 日 大 会 会 場 

駅伝競走大会 １０月１８日（土） 小郡市陸上競・技場周回コース 

 

 

 

 

    

 

 

      

     

       

         

    

 

 

 

 

 

               

       

福 岡 県 大 会 

大 会 名 大 会 期 日 大 会 会 場 

総合体育大会夏季大会  ７月２７日（日）～３１日（木）  各会場 

駅伝競走大会  １１月 ８日（土)  

新人大会（水泳競技） ８月３０日(土)～８月３１日（日）  アクシオンプール 

新人大会（駅伝競走）   ２月 １４日（土）  

新人大会（水泳・駅伝以外） １１月２２日(土)～３０日(日)、 

２月１４日(土)、１５日(日) 

 各会場 

(2) 中体連以外の団体が主催する大会等への出場計画 

   例…「連盟会長杯中学生野球大会」 ４月７日 

     「福岡県ジュニアソフトテニス選手権大会筑後地区予選会」９月中下旬 等 

    各部活動ごとに計画。       

(3) 中文連・文化協会等関係団体が主催する大会（コンクール）への出場計画 

 

 

 

 

 

(4) その他、地域行事への参加計画 

    ボランティア部 （鉄板部） パソコン部 美術部 書道部 吹奏楽部 コーラス部 

    ・桜コンサート ・美鈴が丘夏祭り ・のぞみが丘夏祭り ・のぞみが丘校区地域文化祭 等 

うきは市、小郡市・三井郡ブロック大会 

大 会 名 大 会 期 日 大 会 会 場 

陸上競技大会 ５月３１日（土）  小郡市陸上競技場 

総合体育大会夏季大会 ６月２１日（土）～２２日（日） 各会場 

水泳競技大会 ６月 ７日（土）  うきはアリーナ 

新人大会（水泳競技） ８月 ７日（木）  吉井中学校 

新人大会（水泳以外） ９月２７日（土）  各会場 

筑 後 地 区 大 会 

大 会 名 大 会 期 日 大 会 会 場 

陸上競技大会 ６月１８日（水）  久留米市陸上競技場 

水泳競技大会 ７月 ９日（水）  筑後広域運動公園 

総合体育大会夏季大会 ７月１２日（土）～２３日（水）  各会場 

駅伝競走大会 １０月２２日（水）  大牟田市諏訪公園 

新人大会（水泳競技）  ８月２１日（木)  筑後広域運動公園 

新人大会（駅伝競走） １月１４日（水） 大牟田市諏訪公園 

新人大会（水泳・駅伝以外） １１月１日(土)２日(日)１５日(土)１６日(日）  各会場 

部活動名 大 会 ・ コ ン ク ー ル 名 

吹奏楽部 筑後地区大会 福岡支部大会 福岡県大会 他 

コーラス部 ＮＨＫ全国学校音楽コンクール福岡県コンクール 九州合唱コンクール福岡県大会 他 

英語読書部 小・中学生英語スピーチ交流大会 地区英語スピーチコンテスト 県英語スピーチ交流会  

書道部 太宰府天満宮揮毫会 



４ 下校時刻・期間を定めて活動時間や休養日の設定 

 （1）早朝の練習(以下「朝練」という)を実施する場合は、７：２０からとする。 

   また、７：００前の登校はできない。 

朝練習については、３月１日から５月３１日の期間は中止とする。ただし、この期間中に中体連関係 

の大会や協会の大会があり、朝練を実施する場合は、管理職・保護者・部員と十分な連絡をとり了承のも 

と活動を行う。また、朝練習実施の場合は全体への連絡を行う。 

(2) 下校時刻の設定 

   小郡市三井郡中教研生徒指導部より出された、各月の日没時刻を参考に決められた「下校時刻」を遵守す

る。なお、特に１０月以降は、地区・県大会・コンクール等参加のため３０分以内の時間延長を認める。そ

の際は、必ず事前に校長の承認を得た上で、生徒や保護者の同意を得ること。 

月 最終下校時刻 月 最終下校時刻 月 最終下校時刻 

※長期休業中は１６：４０とする。 

※８月２５日(月)の始業式以降は、

９月と同じ１８：００とする。 

４月 １８：２０ ８月 １６：４０ 12月 １７：００ 

５月 １８：３０ ９月 １８：００ １月 １７：００ 

６月 １８：３０ 10月 １７：３０ ２月 １７：３０ 

７月 １８：３０ 11月 １７：００ ３月 １８：００ 

(3) 適切な休養日及び活動時間の設定 

  部活動における休養日及び活動時間については、家庭で過ごす時間や家庭学習等にも取り組める時間を

保障するとともに、成長期にある生徒が、運動食事、休養及び睡眠のバランスがとれた生活を送ることがで

きるよう、医・科学の観点等も踏まえ、以下を原則とする。 

①  学期中の休養日は、基本的には週あたり３日以上とする。〈基本は、平日は少なくとも２日、土曜日

及び日曜日(以下「週休日」という)は少なくとも１日以上を休養日とする。ただし、週休日に大会参

加等により休養日を設けることができなかった場合は、その休養日を他の日に振り替える。〉 
なお、大会等により調整が必要な場合もあり、休養日が各部活動で異なってくるので、事前に顧問か 

ら配布される活動計画表で確認すること。 

②  毎週月曜日を「ノー部活動デー」とし、朝の練習（以下「朝練」という）や放課後の練習を中止し、

学級活動や生徒会活動優先日とする。また、木曜日の職員会議のある日の午後は、「ノー部活デー」と

する。顧問が部活動につけない場合は、怪我等のトラブルがないように練習メニューを十分に配慮する。 

③  夏季･冬季の長期休業期間中の休養日の設定は、①の学期中に準じた扱いを行い、生徒が十分な休養  

をとることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができるよう、ある程度のオフシ

ーズンを設ける。 

  ④ 長期休業期間中の学校閉庁日には部活動を実施しない。 

  ⑤ １日の活動時間については、原則、朝練を含めて２時間程度、学校の休業日（学期中の週休日を含む）

は３時間程度とする。ただし、シーズン中においては、この限りではない。本校の場合、部員数が多い部

もあり、部員のモチベーション等を考えると活動頻度・時間を弾力的に定める必要がある。したがって、

シーズン中は、１日の活動時間を朝練含めて３時間程度、休業日の活動時間を４時間程度に増やすこと

もあり得る。その場合は、オフシーズンの活動時間を短縮するなどして、生徒の休養等にも配慮し、年間

を通して合理的かつ効率的･効果的な活動を行うよう努めるものとする。 

  ⑥ 定期考査前（３日前から）と考査期間（考査終了日の朝まで）に休養日を設定する。   

  ⑦ 生徒と同様、教職員も「ノー部活動デー」等を活かして定時退校に心がけ心身のリフレッシュを図る。 

 ※ 上記の休養日の設定が前提となる日でも、公式の大会（コンクール）や部の行事（寒稽古、ＯＢ・ＯＧ

戦など）により、活動を行うことがある。その際は、必ず顧問より生徒・保護者に連絡し、同意を得ると

ともに、参加等の確認をする。 

 

５ 活動計画の配布等 

  各部活動ごとに作成する活動計画表は、生徒・保護者にも配布し、相互の理解と協力の下、活動を進める。 


